
 

 

 

 

 

２０２６年９月４日 

              

                                             国連大学サステイナビリティ高等研究所 

公益財団法人イオン環境財団 

 

Global Youth MIDORI platform ２０２６ 
第３回国際研修とスピーチコンテストを開催 
～スピーチコンテスト優秀者３名決定～ 

 

 

国連大学サステイナビリティ高等研究所（所長 山口しのぶ 以下「UNU-IAS」）と公益 

財団法人イオン環境財団（理事長 岡田元也 イオン株式会社 取締役兼代表執行役会長）は

８月４日から８月７日まで、「Global Youth MIDORI Platform ２０２６」（以下「GYM」） 

第３回国際研修とスピーチコンテストを実施しました。その結果、次の３名を優秀者として

選出しました。 

 

最優秀賞 前川 博人 トロント大学（カナダ） 

優 秀 賞 カルロス・マニュエル・エウソヤ フィリピン大学マニラ校（フィリピン） 

３位 ザニラ・レーマン ラホール経営科学大学（パキスタン） 

 

GYMは、生物多様性の損失や気候変動などの地球課題について、科学的知見と国際政策への

理解を深める世界中の大学生を対象とした人材育成プログラムです。研修では、専門知識の

向上に加え、参加者同士のネットワーク構築を目指しています。研修終了後には、継続的な

学びと交流を支えるプラットフォームとして、国際会議への参画など実践につながる機会を

創出しています。 

 

本年は、９６の国と地域から６５４名の応募があり、選考を経て１２か国１７名の大学生

が本プログラムに参加しました。専門家による講義、異なる環境課題に直面する国と地域の

大学生同士による議論を通じ、生物多様性損失や気候変動といった地球課題への理解を深め

ました。 

 

スピーチコンテストにより３名の優秀者が選ばれ、８月２６日から２９日まで開催された

イオン環境財団主催の第９回生物多様性 MIDORI 賞 授賞式・受賞者フォーラムに参加しまし

た。 

また MIDORI 賞受賞者や UNU-IAS 研究者とのディスカッションを通し、生物多様性保全に 

関する知見を深めました。イオンモール幕張新都心とリサイクル工場を視察し 

循環型社会の実現に向けた日本の実践的な取組みについても学びました。 

 

UNU-IASとイオン環境財団は、今後も世界各地のユースの学びと交流を支援し、地球規模の 

課題解決に向けて行動する次代の環境リーダーの育成に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

イオンモール幕張新都心 MIDORI賞受賞者フォーラム 国連大学 国際研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考】 

 

【Global Youth MIDORI platform：GYM】 

 ２０２５年に開催された第２回 GYM 国際合同研修には、アジア８か国１５名の大学生が参

加しました。スピーチコンテストの優秀者２名は、２０２５年１１月にブラジル・ベレンで

開催された気候変動枠組条約第３０回締約国会議（COP30）に、国連大学代表団の一員とし

て参加し、複数のサイドイベントに登壇するとともに、各国ユース･政府関係者･環境専門家

等との意見交換を行いました。研修終了後も国連大学が主催する様々な活動に参画し、持続

可能な社会の実現に向け情報発信を行っています。 

 

ユースから分野横断的な解決策を提案（COP30） 

https://ias.unu.edu/jp/news/news/youth-and-researchers-discuss-cross-cutting-

solutions-at-cop30.html 

 

ユースが主導する都市の未来を提案（COP30） 

https://ias.unu.edu/jp/news/news/cop30-event-explores-youth-led-urban-futures.html 

 

【公益財団法人イオン環境財団】  

 「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」というイオンの 

基本理念のもと、岡田卓也（イオン株式会社名誉会長相談役）により、日本で初めて地球 

環境をテーマにした企業単独の財団法人として、１９９０年に設立されました。 

以来、多様なステークホルダーの皆さまとともに「植樹」「助成」「環境教育・共同研究」 

「顕彰」の４つの事業を中心に活動を実施しています。現在は、持続可能な地域の実現を 

目的に新たな里山づくりにも取組んでいます。  

 

【国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）】 

 国連とその加盟国が関心を寄せる緊急性の高い地球規模課題の解決に取組む 

という使命を持つ国連大学の研究所として、２０１４年に設立されました。東京に 

拠点を置き、「持続可能な開発のためのガバナンス」「生物多様性と社会」「水資源管理」 

「イノベーションと教育」という４つの領域の研究を推進するとともに、修士・博士課程、

ポスドクフェローシップならびに短期集中コースを提供しています。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

公益財団法人イオン環境財団   田川・佐々木 

   TEL:０４３－２１２－６０２２ e-mail : ef@aeon.info 

国連大学サステイナビリティ高等研究所   大森・丸山 

   TEL:０３－５４６７－１２１２ e-mail : IAScomms@unu.edu・gymsecretariat@unu.edu 
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